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年
末
調
整
は
１
月
１１
日
ま
で

●
年
末
調
整
と
は

給
与
の
支
払
者
は
、

毎
月

（日
）

の
給
与
の
支
払
い
の
際
に
所
定

「源

泉
徴
収
税
額
表
」
に
よ
つ
て
所
得
税

の
源
泉
徴
収
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、

そ
の
源
泉
徴
収
を
し
た

税
額
の
１
年
間
の
合
計
額
は
、

給
与

の
支
払
い
を
受
け
る
人
の
年
間
の
給

与
総
額
に
つ
い
て
納
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
そ
の
１
年
分
の
正
確
な
税
額

（年
税
額
）
と

一
致
し
な
い
の
が
通

常
で
す
。

そ
の
一
致
し
な
い
理
由
は
、

各
人

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、

そ
の
主

な
理
由
は
、

①
源
泉
徴
収
税
額
表
は
、

年
間
を
通
し
て
毎
月
の
給
与
の
額
に

変
動
が
な
い
も
の
と
し
て
作
ら
れ
て

い
ま
す
が
、

実
際
は
年
の
中
途
で
給

与
の
額
に
変
動
が
あ
る
こ
と
、

②
年

の
中
途
で
扶
養
親
族
等
に
異
動
が
あ

っ
て
も
、

そ
の
異
動
後
の
支
払
分
か

ら
修
正
す
る
だ
け
で
、

さ
か
の
ぼ
っ

て
各
月
の
源
泉
徴
収
簿
を
修
正
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、

③
配

偶
者
特
別
控
除
や
生
命
保
険
料
、

地

震
保
険
料
の
控
除
な
ど
は
、

年
末
調

整
の
際
に
控
除
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
不

一
致
を
精
算
す
る
た

め
、
１
年
間
の
給
与
総
額
が
確
定
す

る
年
末
に
そ
の
年
に
納
め
る
べ
き
税

額
を
正
し
く
計
算
し
、

そ
れ
ま
で
に

徴
収
し
た
税
額
と
の
過
不
足
額
を
求

め
、

そ
の
差
額
を
徴
収
又
は
遠
付
す

る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の

精
算
の
手
続
き
を

「年
末
調
整
」
と

い
い
ま
す
。

●
年
の
途
中
で
再
就
職
し
た
人

そ
の
前
職
分
の
給
与
を
含
め
て
年

末
調
整
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

本
年
中
に
前
の
給
与
の
支
払
者
か
ら

支
払
い
を
受
け
た
給
与
と
そ
の
給
与

か
ら
徴
収
さ
れ
た
税
額
を
集
計
に
含

め
ま
す
。

こ
の
場
合
、

前
職
分
の
給
与
と
そ

の
徴
収
税
額
に
つ
い
て
は
、

そ
の
人

が
前
の
給
与
の
支
払
者
か
ら
交
付
を

受
け
た

「給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
西こ

な
ど
で
確
認
し
て
下
さ
い
。

●
扶
養
控
除
の
異
動

年
の
途
中
で
、

次
の
よ
う
な
事
情

で
扶
養
親
族
の
数
な
ど
に
異
動
が
あ

つ
た
人
か
ら
、

異
動
申
告
が
行
わ
れ

て
い
る
か
確
認
し
て
下
さ
い
。

④
出
生
な
ど
に
よ
り
扶
養
親
族
の

数
が
増
加
。

又
は
減
少
し
た
。

①
結

婚
し
、

控
除
対
象
配
偶
者
を
有
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

○
本
人
が
障
害
者
、

寡
婦
（夫
）
又
は
勤
労
学
生
に
な
っ
た
。

○
扶
養
親
族
等
が
障
害
者
に
な
っ
た
。

決算書作成指導・相談日予約について

平成 22年 分の決算書作成指導はつ ぎの とお り

です。この期間は予約制 とな ります。

■期 間  平 成23年 1月20日～ 3月11日

■申 込  12月 上旬に 「予約申込書」を郵送します。

お早めにお申込みください。電話予約可。

■相談日 後 日ハガキでお知らせします。

提出用の決算書は
税務署から送付 されたものを

確定申告の際に提出する決算書の用紙は納税者

番号等の印字された税務署から送付 された決算

書をお使い下さい。

税務署では 11月下旬に決算書等を送付 しました。

確定申告時まで大切に保管 しておいて下さい。

※税務署から決算書が届かなかった方は申告会へご連絡ください。

●
税
額
の
過
不
足
額
の
精
算

本
年
分
の
給
与
所
得
に
対
す
る
平

成
２２
年
分
年
税
額
の
計
算
が
で
き
ま

し
た
ら
、

そ
の
平
成
２２
年
分
年
税
額

と
、

本
年
分
の
源
泉
徴
収
税
額
の
過

不
足
額
を
求
め
、

そ
の
精
算
を
し
て

下
さ
い
。

●
超
過
額
の
還
付

給
与
の
支
払
者
が
細
付
す
る
源
泉

徴
収
税
額
が
無
い
な
ど
の
理
由
に
よ

り
、

超
過
額
の
還
付
を
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
場
合
に
は
、

税
務
署
か
ら

給
与
の
支
払
者
に

一
括
し
て
還
付
す

る
か
、

超
過
と
な
っ
た
各
人
に
直
接

還
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

年
末
調
整
の
個
別
相
談
会
を
次

の
通
り
行
い
ま
す
。

■
期
間

・２
月
１３
日
～
１
月
１１
日

（第
２
、

４
土

・
日
曜

・
祭
日
を
除
く
。

尚
、

セ
月
２９
日
～
１
月
４
日
ま
で
は
休
業

と
な
り
ま
す
。

）

■
会
場

青
色
申
告
会
事
務
所

■
必
要
な
書
類

一
人
別
源
泉
徴
収
簿
、

税
務
署

か
ら
送
ら
れ
た
納
付
書
、

扶
養
控

除
等

（異
動
）
申
告
書
、

保
険
料

控
除
申
告
書

（生
命
保
険
料
、

損

害
保
険
料
、

国
民
年
金
、

健
康
保

険
料
等
）
。

年
末
調
整
の
個
別
相
談
会
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今
年
も
年
末
調
整
を
行
う
時
期
と

な
り
ま
し
た
。

従
業
員
や
青
色
事
業
専
従
者
（生
計

を

一
に
し
て
い
る
配
偶
者
や
子
な
ど

の
家
族
従
業
員
）
を
雇
い
給
料
を
１

円
で
も
支
払
っ
て
い
る
場
合
は
、

源

泉
徴
収
さ
れ
る
税
額
が
無
い
場
合
で

も
年
末
調
整
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

源
泉
徴
収
し
た
所
得
税
の
納
期
限
は

平
成
２２
年
分
に
つ
い
て
は
原
則
と
し

て
平
成
２３
年
１
月
１１
日

（
一
定
の
要

件
を
満
た
す
方
に
つ
い
て
は
１
月
２０
日
）

と
な
り
ま
す
が
、

青
色
申
告
会
事
務

所
を
ご
利
用
に
な
る
際
は
主
に
次
の

点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

★
従
業
員
及
び
青
色
事
業
専
従
者
に

配
偶
者
や
扶
養
規
族
が
い
る
場
合

●
控
除
対
象
配
偶
者

従
業
員
や
青
色
事
業
専
従
者
と
生

計
を

一
に
す
る
配
偶
者
奎
月
色
事
業
専

従
者
と
し
て
給
与
の
支
払
を
受
け
て

い
る
場
合
及
び
白
色
事
業
専
従
者
を

除
く
）
で
、

合
計
所
得
金
額
が
３８
万
円

以
下
の
人
が
い
る
場
合
に
は
控
除
対

象
配
偶
者
に
該
当
す
る
こ
と
に
な
り
、

従
業
員
や
青
色
事
業
専
従
者
本
人
の

所
得
金
額
の
合
計
額
か
ら
配
偶
者
控

除
と
し
て
最
低
３８
万
円
が
控
除
さ
れ

ま
す
。

●
配
偶
者
特
別
控
除

従
業
員
や
青
色
事
業
専
従
者
と
生

計
を

一
に
す
る
配
偶
者
奎
円
色
事
業
専

従
者
と
し
て
給
与
の
支
払
を
受
け
て

い
る
場
合
及
び
白
色
事
業
専
従
者
を

除
き
、

合
計
所
得
金
額
が
７６
万
未
満

の
方
に
限
る
）
で
控
除
対
象
配
偶
者

に
該
当
し
な
い
方
を
有
す
る
場
合
に
は
、

従
業
員
や
青
色
事
業
専
従
者
本
人
の

所
得
金
額
の
合
計
額
か
ら
３８
万
円
を

限
度
と
し
て
控
除
で
き
ま
す
。

配
偶
者
特
別
控
除
と
は
、

配
偶
者

特
別
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
従
業

員
や
青
色
事
業
専
従
者
本
人
の
合
計

所
得
金
額
が
１
０
０
０
万
円
以
下
で
、

従
業
員
や
青
色
事
業
専
従
者
本
人
と

生
計
を

一
に
す
る
配
偶
者
に
所
得
が

あ
る
場
合
に
、

そ
の
合
計
所
得
金
額

に
応
じ
て
控
除
額
を
計
算
す
る
制
度

で
す
。

●
扶
養
控
除
等

従
業
員
や
青
色
事
業
専
従
者
と
生

計
を

一
に
す
る
親
族

（配
偶
者
、

青
色

事
業
専
従
者
と
し
て
給
与
の
支
払
を

受
け
て
い
る
場
合
及
び
白
色
事
業
専

従
者
を
除
く
）
で
、

合
計
所
得
金
額
が

３８
万
円
以
下
の
人
の
場
合
に
は
従
業

員
や
青
色
事
業
専
従
者
本
人
の
所
得

金
額
の
合
計
額
か
ら
最
低
３８
万
円
が

控
除
さ
れ
ま
す
。

よ
っ
て
、

配
偶
者
や
扶
養
親
族

（青

色
事
業
専
従
者
と
し
て
給
与
の
支
払

を
受
け
て
い
る
場
合
及
び
白
色
事
業

専
従
者
と
な
っ
て
い
る
場
合
を
除
く
）

が
い
る
場
合
で
配
偶
者
控
除
、

配
偶

者
特
別
控
除
、

扶
養
控
除
の
適
用
を

受
け
る
方
は
、

そ
の
配
偶
者
や
扶
養

親
族
の
所
得
金
額

（
パ
ー
ト
収
入
な

ど
の
場
合
は
パ
ー
ト
先
の
給
与
総
額

を
源
泉
徴
収
票
な
ど
で
調
べ
る
）
、

生

年
月
日
、

障
害
者

（特
別
障
害
者
を

弱
翻
翠
志
世
母
車
鞠
観
母
路
す

含
む
）
の
有
無
等
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

★
社
会
保
険
料
控
除
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
の
保
険
料
や
介
護

保
険
法
の
規
定
に
よ
る
介
護
保
険
料

等
に
つ
い
て
は
平
成
２２
年
分
の
支
払

い
額
を
調
べ
て
く
だ
さ
い
。

☆
保
険
料
控
除
の
証
明
書
に
つ
い
て

年
末
調
整
の
際
に
、

社
会
保
険
料

の
一
つ
で
あ
る
国
民
年
金
保
険
料
等

（国

民
年
金
法
の
規
定
に
よ
り
被
保
険
者

と
し
て
負
担
す
る
国
民
年
金
の
保
険

料
及
び
国
民
年
金
基
金
の
加
入
者
と

し
て
負
担
す
る
掛
金
）
、

小
規
模
企
業

共
済
等
掛
金
、　

一
般
の
生
命
保
険
料

（
一

部
の
も
の
を
除
く
）
、

個
人
年
金
保
険

料
、

地
震
保
険
料
、

旧
長
期
損
害
保

険
料
に
つ
い
て
控
除
を
受
け
よ
う
と

す
る
場
合
に
は
、

こ
れ
ら
の
支
払
い

を
し
た
旨
を
証
す
る
書
類

（以
下

「証

明
書
」
と
い
い
ま
す
）
を
保
険
料
控

除
申
告
書
に
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
こ

れ
ら
の
証
明
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

★
そ
の
他
の
注
意
点

前
年
以
前
に
年
末
調
整
を
し
た
方

は
前
年
の
年
末
調
整
の
書
類
を
、

今

年
の
６
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
源
泉

徴
収
の
手
続
き
を
受
け
た
方
は
そ
の

源
泉
徴
収
の
書
類

（源
泉
徴
収
簿
、

納
付
書
）
も
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

そ
の

他
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
練

馬
西
青
色
申
告
会
事
務
所
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
５
３
８
７
１
６
２
１
１
）

国民年釜基金は基礎年釜に
上乗せする公的な年金制度です。

自営業者などの方にも 「上積み年金」を準備し、豊かな老
後を送ることが出来るようにするのが国民年金基金です。国
民年金基金に加入すると、税金が軽減され大変有利です。
①掛金は全額社会保険料控除の対象となります。
②受取る年金は、公的年金等控除の対象となります。
③遺族一時金は非課税となります。

どんな人が加入できるの ?

①自営業者 ・自由業など国民年金保険料を納めている人
(第1号被保険者)
②東京都内に住民票のある人

③20歳以上60歳未満の人

但し、保険料を免除 (一部免除、学生納付特例、若年者納
付猶予を含む)をされている方と農業者年金基金に加入し
ている人は加入出来ません。

(例)34歳 Oヶ月男性 A型 1回加入の場合

淋金:月線 11,180白‐  |    |

66歳までの総額i31488掛鯛 |(11‐1的円Xlをみ月X26年)

※更に 80歳 を過 ぎて も、生涯宅け取 る事が出来 ます。
***資 料の請求、お間合せは練馬西青色申告会事務局まで***

TB 0 3-5387-6211

■利率 :1.85%(平 成 22年 11月 11日 現在)
※担保 ・保証人不要 (保証協会の保証も不要)
※他に練馬区の利子補給 300/O
※利用できる方 :従業員20名 以下(商業・サービス業5名以下)
※1年 以上事業を行っている方
※飲食業の設備資金も利用可能

◇本融資は商工会議所の推薦で日本政策金融公庫より事業資
金として貸し出しされますが、審査の結果、ご希望に添え

ないことがあります。
本相談は、経営に関する相談に限定しております。
会員 非 会員の方問わず利用できます。

【法律相談】

【税務相談】

【問い合わせ先】

毎月第 1金 曜日午後 1時 ～4時 (30分 単位)

相談員 :弁護士 相 談無料

1月～3月  毎 月第 2第 4火 曜日

4月 ～12月 (8月 休)毎 月第 2火 曜日

午後 1時 ～4時 (30分 単位)

相談員 :税理士 相 談無料

東京商工会議所練馬支部

練馬区豊玉上 2-23-10練 馬産業会館 1階

TELi3 9 9 4_6521 FAX:3994-6589
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会
計
ソ
フ
ト
に
よ
る
記
帳
者
の
注
意
点

こ
こ
数
年
会
計
ソ
フ
ト
の
利
用
者

が
増
加
し
て
お
り
、

今
後
も
ま
す
ま

す
増
加
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

会
計
ソ
フ
ト
を
用
い
て
複
式
簿
記

に
よ
る
記
帳
を
す
る
こ
と
に
よ
り
青

色
申
告
特
別
控
除
６５
万
円
控
除
の
適

用
を
受
け
る
場
合
、

入
力
す
る
こ
と

に
よ
り
会
計
ソ
フ
ト
が
自
動
的
に
集

計
さ
れ
る
た
め
、

貸
借
の
金
額
も

一

致
し
て
ミ
ス
が
生
じ
な
い
、

記
帳
も

簡
単
だ
と
思
い
が
ち
で
す
が
、

勘
定

科
目
や
金
額
の
入
カ
ミ
ス
が
あ
る
場

合
に
は
誤

っ
た
決
算
書
を
作
成
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

会
計
ソ
フ
ト
に
よ
る
記
帳
は
、

手

書
き
に
よ
る
複
式
簿
記
の
記
帳
と
比

べ
て
も
注
意
点
は
ほ
ぼ
同
じ
で
す
が
、

総
勘
定
元
帳
や
試
算
表
な
ど
を
印
刷

す
る
前
に
、

特
に
次
の
点
に
注
意
し

て
下
さ
い
。

①
現
金
勘
定
に
つ
い
て
は
１
月
１
日

～
‐２
月
３‐
日
ま
で
の
期
間
の
残
高
が

マ
イ
ナ
ス
に
な

っ
て
い
る
部
分
が
な

い
か
を
画
面
で
確
認
す
る
。
ま
た
、

‐２
月
凱
日
現
在
の
現
金
の
画
面
上
の

残
高
と
実
際
残
高
が

一
致
し
て
い
る

こ
と
を
確
認
す
る
。

○
当
座
預
金
勘
定
、

普
通
預
金
勘
定
、

定
期
預
金
勘
定
等
に
つ
い
て
は
画
面

上
の
残
高
と
実
際
に
使
用
し
て
い
る

預
金
通
帳
等
の
残
高
が

一
致
し
て
い

る
こ
と
を
確
認
す
る
。

①
借
入
金
勘
定
や
未
払
金
勘
定
に
つ

い
て
は
、

そ
れ
ら
の
１２
月
３‐
日
現
在

の
勘
定
残
高
が
借
入
金
や
未
払
金
な

ど
の
返
済
明
細
表
等
の
レ
月
３．
日
現

在
の
残
高
と

一
致
し
て
い
る
こ
と
を

確
認
す
る
。

預
金
通
帳
で
は
借
入
金
や
未
払
金

の
元
金
と
支
払
利
息
の
金
額
が
合
計

し
て
引
き
落
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

多

い
の
で
、

返
済
明
細
表
等
を
参
照

し
て
借
入
金
の
元
金
の
部
分
は
借
入

金
勘
定
、

支
払
利
息
の
部
分
は
利
子

割
引
料
勘
定
と
し
て
必
ず
区
別
し
て

経
理
処
理
し
て
下
さ
い
。

○
そ
の
他
、

前
年
以
前
の
決
算
書
と

比
べ
て
金
額
が
共
常
に
多
か

っ
た
り

少
な
か

っ
た
り
す
る
科
日
が
な
い
か

い
ま
ま
で
見
た
こ
と
の
な
い
科
目
が

入
力
さ
れ
て
い
た
り
使
用
さ
れ
て
い

な
い
科
目
に
金
額
が
入
力
さ
れ
て
い

な
い
か
な
ど
を
確
認
し
て
下
さ
い
。

（使

用
し
な
い
科
日
は
あ
ら
か
じ
め
削
除

し
て
お
け
ば
入
カ
ミ
ス
を
よ
り
少
な

く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

）

○
入
力
し
た
そ
の
年
分
の
デ
ー
タ
を

保
存
す
る
。

せ

っ
か
く
そ
の
年
分
の

デ
ー
タ
を
入
力
し
て
も
パ
ソ
コ
ン
の

操
作
ミ
ス
や
故
障
に
よ
り
、

デ
ー
タ

が
消
え
て
し
ま

っ
た
り
入
力
内
容
が

変
わ

っ
て
し
ま

っ
た
の
で
は
、
１
年

間
の
苦
労
が
だ
い
な
し
に
な

っ
て
し

ま
い
ま
す
の
で
、

入
力
し
た
デ
ー
タ

は
必
ず
フ
ロ
ッ
ピ
ー
や
Ｕ
Ｓ
Ｂ
等
の

記
憶
装
置
に
保
存
す
る
な
ど
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
を
し
て
お
く
こ
と
を
お
勧

め
い
た
し
ま
す
。

な
お
、

会
計
ソ
フ
ト
が
あ
れ
ば
複

式
簿
記
の
知
識
が
な
く
て
も
複
式
簿

記
の
記
帳
は
可
能
の
よ
う
に
思
え
ま

す
が
、

現
金
出
納
帳
や
預
金
出
納
長

か
ら
の
入
力
だ
け
で
は
す
べ
て
の
事

業
活
動
に
か
か
わ
る
記
帳
を
入
力
す

る
こ
と
は
困
難
で
す
。
ま
た
、

画
面

に
表
示
さ
れ
た
試
算
表
や
決
算
書
な

ど
が
正
し
く
入
力
さ
れ
て
い
る
か
否

か
を
確
認
す
る
た
め
に
は
複
式
補
記

の
知
識
は
不
可
欠
で
す
。

そ
こ
で
会

計
ソ
フ
ト
の
使
用
者
で
複
式
簿
記
の

知
識
が
全
く
な
い
会
員
は
、

複
式
神

記
を
学
習
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お

勧
め
い
た
し
ま
す
。

遺
族
の
方
が
年
金
と
し
て
受
給
す

る
生
命
保
険
金
の
う
ち
、

相
続
税
の

課
税
対
象
と
な
っ
た
部
分
に
つ
い
て
は
、

所
得
税
の
課
税
対
象
に
な
ら
な
い
と

す
る
最
高
裁
判
所
の
判
決
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

所
得
税
が
納

め
す
ぎ
と
な
っ
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、

そ
の
納
め
す
ぎ
と
な

っ
て
い
る
所
得

税
が
遠
付
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
３
一ｆ
ヽ
電
電
車
●Ｆ
∞ユ
し
を
ご
覧
下

さ

い
。

生
命
保
険
契
約
等
に
基
づ
く

い
変
更
に
つ
い
て

過
日
、

１１
月
１
日
（月
）
大
手
町
に

あ
る
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
東
京
に
て
、

平

成
２２
年
度
国
税
局
長
納
税
表
彰
式
が

執
り
行
わ
れ
、

当
会
青
木
会
長
が
東

京
国
税
局
長
表
彰
を
受
彰
さ
れ
、

受

彰
者
を
代
表
し
お
礼
の
あ
い
さ
つ
を

さ
れ
ま
し
た
。

青
木
会
長
は
、

全
国
の
青
年
部
長

を
経
験
し
て
お
り
、

現
在
、

他
東
京

青
色
申
告
会
連
合
会
の
副
会
長
で
あ

り
、

組
織
広
報
委
員
長
の
職
に
も
就

い
て
お
ら
れ
ま
す
。

今
後
の
益
々
の
ご
活
躍
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

過
日
、

Ｈ
月
１０
日

（水
）
、

平
成
二

十
二
年
度
納
税
表
彰
式
が
勤
労
福
社
会

館
に
て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
会
か
ら
、

練
馬
西
税
務
署
長
表
彰

状
受
彰
者

一
名
、

感
謝
状
受
彰
者
二
名
、

計
三
名
の
方
が
受
彰
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、

東
京
国
税
局
長
表
彰
を
受
彰

さ
れ
ま
し
た
青
木
泉
殿
の
ご
披
露
も
あ

り
ま
し
た
。

練
馬
西
税
務
署
長
表
彰
状

古
　
川
　
末
吉
　
殿

練
馬
西
税
務
署
長
感
謝
状

一膝
　
崎
　
昭
司
　
殿

菊
　
地
　
祐
輔
　
殿

受
彰
者
の
皆
さ
ま
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。



(4)

伊
豆
長
岡
温
泉
と
木
負
み
か
ん

ｎ
月
１１
日

（木
）
、

女
性
部
主
催
の
日
帰

り
研
修
旅
行
に
行

っ
て
参
り
ま
し
た
。

さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
の
中
、

参
加
者
３６

名
を
乗
せ
た
バ
ス
は

一
路
伊
豆
方
面
へ
と

向
か
い
ま
す
。

車
窓
か
ら
眺
め
る
富
士
山

は
と
て
も
美
し
く
、

裾
野
に
雲
を
纏
い
ど

ん
ど
ん
大
き
く
見
え
て
き
ま
す
。

そ
し
て

順
調
に
最
初
の
見
学
地
に
到
着
し
ま
し
た
。

柿
田
川
湧
水
は
東
洋

一
と
い
わ
れ
る
湧
水

群
で
す
。　

一
帯
が
公
園
と
な
っ
て
い
て
豊
か

な
自
然
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

水
が

湧
き
出
る
様
子
は
神
秘
的
で
、

い
つ
ま
で
も

見
て
い
た
い
と
思
わ
せ
る
も
の
で
し
た
。

次

は
伊
豆
長
岡
温
泉
で
昼
食
と
入
浴
で
す
。

和

食
膳
で
満
腹
に
な
っ
た
後
は
総
槍
の
大
浴
場

で
贅
沢
気
分
を
満
喫
し
ま
し
た
。

そ
し
て
み

か
ん
狩
り
農
園
に
移
動
で
す
。

写
真
は
み
か

ん
園
で
撮
影
し
た
も
の
で
、

皆
様
嬉
し
そ
う

に
み
か
ん
を
手
に
し
て
い
ま
す
。

思
う
ま
ま

に
手
で
も
い
で
味
わ
い
ま
し
た
。

農
家
の
方

の
お
話
で
は
今
年
は
猛
暑
の
た
め
不
作
だ
っ

た
そ
う
で
す
が
、

こ
の
み
か
ん
園
の
実
は
鈴

な
り
で
し
た
。

帰
り
は
沼
津
ひ
も
の
セ
ン
タ
ー
で
お
土

産
を
買
い
こ
み
、

道
中
は
ビ
ン
ゴ
大
会
で

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

税
を
考
え
る
週
間

と
い
う
こ
と
で
高
橋
局
長
よ
り

「
シ
ャ
ウ

プ
勧
告
」
に
つ
い
て
お
話
し
て
い
た
だ
き

ま

し
た
。

途
中

で
環
状

人
号
線

が
混
ん
で

い
る

と

の
情
報
を
受

け
首
都
高
速

に

変
更
、

渋
滞

に

遭
う

こ
と
も
な

く
全
員
無
事

に

帰

る
こ
と
が

で

き
ま
し
た
。

ご

参
加

い
た
だ
き

ま
し
た
皆
様
あ

り
が
と
う

ご
ざ

い
ま
し
た
。

事
務
局
　
一向
倉

「囲
碁
教
室
」
開
催

練
馬
区
ア
マ
チ
ュ
ア
囲
碁
連
盟
会
長
で

あ
る
武
林
正
博
先
生
を
講
師
に
、
９
月
６

日
か
ら
１１
月
８
日
ま
で
全
８
回
に
百
石

て

開
催
さ
れ
、

毎
回
１０
名
く
ら
い
の
参
加
者

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

図
碁
は
、

右
脳
を
鍛
え
る
の
に
非
常
に

良
い
と
の
こ
と
で
す
。

私
に
は
打

っ
て
付

け
で
す
。

今
ま
で

一
度
も
や
っ
た
こ
と
が

な
か
っ
た
方
で
も
、

何
と
か
対
局
ま
で
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
、

楽
し
さ
が
分
か

っ

た
よ
う
で
し
た
。

参
加
者
か
ら
、

口
」
の
機
会
を
設
け
て
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

」
と

感
謝
さ
れ
た
の
に
は
、

感
激
で
し
た
。

先
生
の
楽
し
い
講
義
と
や
さ
し
く
教
え

て
い
た
だ
い
た
お
弟
子
さ
ん
方
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

高
橋

練馬区アマチュア囲碁連盟並

興友会からのご案内

例会日:毎週火 水 土 午後'時～5崎

場 所 :上石神井416興 風館

(武林接骨院3階)

西武新宿線上石神井駅北回2分

講 師 :武林八段より大盤解説と指導碁

(主に低級位者)

特訓コース:毎火・木 金 年後5時～

場 所 :武林八段自宅

石神井台523(上 局博翔Lll裏ヽ)

問い合わせ:目巨話03-3920‐ 7007

「絵
画
教
室
」
開
催

青
色
カ
ル
チ
ャ
ー
で
は
、

野
の
花
ス
ケ

ッ
チ
ク
ラ
ブ
の
大
田
郁
也
先
生
を
講
師
に
、

年
賀
状
に
絵
を
描
く
目
的
で
、

透
明
水
彩

の
絵
画
教
室
を
１１
月
１７
日
（水
）
午
後
２
時

か
ら
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
１１

名
で
、

書
道
教
室
の
生
徒
さ
ん
が
そ
の
ま

ま
絵
画
教
室
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
の
年
賀
状
は
、

書
と
絵
の
先
生
に

恵
ま
れ
、

我
々
は
非
常
に
幸
せ
な
思
い
で

題
材
で
あ
る

「
ゆ
ず
」
を
夢
中
に
精
き
ま

し
た
。

み
な
さ
ん
、

絵
は
小
学
校
以
来
と

い
う
こ
と
で
し
た
が
、

個
性
的
な
絵
が
勢

ぞ
ろ
い
で
し
た
。

大
田
先
生
は
、

当
会
の
会
員
さ
ん
で
す
。

東
大
泉
地
区
区
民
館
等
で
教
え
て
お
ら
れ

ま
す
の
で
、

是
非
体
験
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

面白そうなのでもう―度
体験をして見たい方ヘ

12月 2日 (木)落 葉 ・枯葉

10日 (金)同 じ

12昌 1蛮|お
正月のお手元を作ろう

時間 午 後1～4時

場所 東 大泉地区区民館 第 二会議室

費用 3,000円

こ希望の方1よ準備の都合事前にお電話下さい
(尚体験は1回に限らせていただきます)

野の花スケッチクラブ お おたいくや
06‐5933‐1330/090-5547-3250

今
回
か
ら
、

事
務
局
長
自
ら
事
業
主
の

お
店
を
訪
問
し
、

会
員
の
皆
様
に
紹
介
す

る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
。

そ
の
第

一

回
目
は
、

少
な
く
な

っ
て
し
ま

っ
た
印
鑑

の
手
彫
り
職
人
で
あ
る
印
章
ス
ズ
キ
　
鈴

木
正
夫
さ
ん
の
お
店
を
訪
問
し
ま
し
た
。

西
武
池
袋
線
の
石
神
井
公
園
駅
南
口
か

ら
徒
歩
１５
分
く
ら
い
の
と
こ
ろ
で
閑
静
な

住
宅
街
に
あ
り
ま
し
た
。

お
店
に
入
る
と
、

ミ
ニ
チ
ュ
ア
ダ
ッ
ク
ス
フ
ン
ド
の
ジ
ャ
ス

テ
ィ
ー
君
が
出
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

吠

え
る
の
で
嫌
わ
れ
て
い
る
の
か
な
と
思

っ

た
ら
、

そ
の
逆
で
、

好
き
で
か
ま

っ
て
ほ

し
い
ら
し
く
吠
え
る
と
の
こ
と
。

確
か
に

撫
で
て
あ
げ
る
と
嬉
し
そ
う
で
し
た
。

鈴
木
さ
ん
は
、

厚
労
省
認
定

一
級
技
能

士
の
資
格
を
取
得
し
、

開
業
し
て
か
ら
３７

年
間

【手
彫
り
】
で
印
鑑
を
彫

っ
て
き
た

方
で
す
。

練
馬
で
は
、

手
彫
り
職
人
は
、

鈴
木
さ
ん
だ
け
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
と
の

こ
と
で
す
。

印
軸
に
使
う
書
体
は
、

大
き
く
分
類
し

て
、

家
書
、

隷
書
、

粘
書
、

行
書
、

草
書
、

古
印
体
の
大
種
類
と
の
こ
と
。

実
印
、

銀

行
印
に
よ
く
使
わ
れ
る
書
体
は
家
書
が
多

い
と
の
こ
と
で
し
た
。
と
こ
ろ
で
、

家
書

と
は
ど
う
い
う
書
体
な
の
か
？
な
ん
と
い

つ
も
お
世
話
に
な

っ
て
い
る
、

「紙
幣
」

に
押
印
さ
れ
て
い
る
の
が
家
書
と
の
こ
と

で
し
た
。

ひ
と
つ
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

鈴
木
さ
ん
曰
く
、

「実
印
は
、

特
に
…

財
産
の
カ
ギ
…
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
に
、

他

の
印
鑑
に
比
べ
て
最
も
重
要
で
、

実
印
を

押
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

自
分
の
意
志
と
責

任
を
表
示
す
る
役
割
を
も

っ
て
い
る
も
の

で
あ
る
。
と
、

実
印
に
出
来
合
い
の
認
印

を
使
う
の
は
、

同
型
印
が
多
い
の
で
危
険

で
す
ね
。
ま
た
、

機
械
彫
り
印
鑑
も
同
じ

印
章
が
出
来
る
恐
れ
が
あ
り
、

注
意
し
た

い
も
の
で
す
。

」
と
の
こ
と
で
し
た
。

毎
年
、

全
国
各
地
で
１０
月
１
日
は
、

「印

章
の
日
」
と
し
て
、

印
章
供
養
を
行

っ
て

い
ま
す
。

使
用
し
な
く
な
っ
た
印
鑑
で
処

分
に
困

っ
て
い
る
方
は
、

是
非
当
店
に
お

持
ち
く
だ
さ
い
。
と
、

良
心
的
な
お
言
葉

も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
に
、

会
員
の
皆
様
に
は
１５
％
引
き

に
て
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
と
交
渉
成
立

し
ま
し
た
の
で
、

是
非
印
章
ス
ズ
キ
店
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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